
30MOROYAMA

農産物直売所
地産地消。採れたての新鮮な美味しさは理屈抜き。
地元の朝取り野菜、加工品が販売されています。

商業施設が充実
身近な場所に生活必需品がすぐ手に入る商業施設が
あります。

明日を見つめる
まちづくり
ストーリー
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元気に
仕事ができる
まちづくり
このまちを楽しもう、
活気あるまちづくりは笑顔が原動力です。

S t o r y 4Tomorrow's
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取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
町
内
で
生
産
さ
れ
た
有
機
大
豆
を
使
用
し
た

豆
腐
は
、
と
て
も
好
評
で
す
。
直
売
所
で
販
売
さ

れ
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。
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。
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入
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　私は、この毛呂山町が商店街を通
じてさらに盛り上がって欲しいと願
い、家業の仕事とともに商店街活動
を通じて、まちづくりに力を入れて
います。
　活動をするなかで私のテーマは

「毛呂に関わる全ての人と楽しむ」
ということです。この商店街が、誰
もが気兼ねなくおしゃべりができ、
心と心が繋がっている場となり、そ
のやり取りのなかで楽しい時間を刻
んでいきたいと願っているのです。
それは現代社会には少なくなってき
た目と目を合わせたコミュニケー
ションができるまち。「こんにちは」、

「ありがとう」、「待っているからま
た来てね」そんな言葉が交わされる、
笑顔の見えるコミュニティをつく
り、ここを通じてたくさんの人たち
と関わっていきたいと思っています。
　商店街では、誰もが安全で気持ち
良く、楽しく過ごせるまちづくりの
一環として、毛呂川の清掃や街灯の
設置など、地元の環境整備や防犯活
動に積極的に協力しています。また、
春と秋に祭りを開催し、地域の皆さ
んが楽しみにしてくれるイベントに
なるように努めています。
　ゆずの里商店街が毛呂山町の人と
人をつなぐ場になって欲しいと心か
ら願っています。

大久保 岳史さん
（ゆずの里商店街 大久保ストアー）

商店街には笑顔の見えるコミュ
ニケーションがあります。

紅葉まつり
美しい鎌北湖の紅葉を楽しむとともにイベントも
開催され賑わいをみせます。

ジャガイモ掘り
平成11年から続く毎年恒例のイベ
ント。その楽しさと美味しさから
家族連れなどで賑わいます。
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Developing a town where residents can work livelily.
   We promote trade and manufacturing, tourism, and agriculture and forestry to support 
residents to work livelily.
   We also focus in tourism making use of our nature, history and culture. We also promote 
the tourist resources including Kamakita Lake, Takinoiri Rose Garden, Yuzu no Sato Auto 
Campsite,Yabusame, Kamakura Kaido and Katsuraki Kannon (Deity of Mercy), to attract new 
visitors.
   The Processed Farm Products Training Center is revitalizing the local community through 
producing processed products. Some of products are produced and sold by elderly people.
This gives them the chance to join the society and enjoy their lives. These processed 
products are the new attractions of Moroyama. Potato digging held by the Agriculture Junior 
Chamber and using unused farmlands as flower meadows are also our new projects.

The opinion of

towns people 


